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 ホ ー ム ペ ー ジ https://www.city.koganei.lg.jp/
 モバイル（携帯電話）版 http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.html

イベント等の最新情報について
は、事前に各担当部署や主催者に
お問い合わせいただくか、市ホー
ムページをご確認ください。

/81
８
月　

日（
月
）

３１

納
期
限
の

お
知
ら
せ

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

市民税・都民税 …………… 第２期分
国民健康保険税 ……………第２期分
後期高齢者医療保険料 ……第２期分

　原爆死没者の 冥 福と世界恒久平和
めい

の実現を願って、広島および長崎に
原爆が投下された時刻に、家庭や職
場などで１分間の黙とうをされるよ
う、ご協力をお願いします。
 渇８月６日（木）午前８時１５分＝
広島原爆投下時刻
渇８月９日（日）午前１１時２分＝長
崎原爆投下時刻
 広報秘書課広聴係（☎０４２－３８７－
９８１８）

時

問

原爆ドーム（広島市）

原爆死没者への
黙とうにご協力を
お願いします

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　新型コロナウイルス感染症緊急
経済対策として家計への支援を行
うための特別定額給付金につい
て、令和２年４月２７日において住
民基本台帳に記録されている世帯
の世帯主あてに、５月下旬に申請
書等を送付しました。
　申請書類に必要事項を記入し、
添付書類を同封のうえ、同封の返
信用封筒で返送してください。

　申請書等が届いていない方は、
ご連絡ください。
■申請期限８月３１日（消印有効）
 新型コロナウイルス感染症関係
コールセンター（☎０４２－３８３－
１９７０ ０４２－３８３－５０２０）

問

FAX

　国際的に定められたものや法律に基づいているもののほか、障がい者
団体が独自に提唱しているものもあります。そのうち、代表的なものを
紹介します。
 自立生活支援課障害福祉係（☎０４２－３８７－９８４２）問

障がいに関す障がいに関するるシンボルマーシンボルマークク

特別定額給付金の申
請および給付状況に
ついて（市ホームペ
ージ）

特別定額給付金の申請期限は

８月31日です

オストメイトマーク聴覚障害者標識（聴覚障害者マーク）障がい者のための国際シンボルマーク

　オストメイト（人工肛
門・人工ぼうこうを造設し
た方）を示すマークです。
オストメイト対応のトイレ
等の設備があることを示す
場合などに使用されていま
す。

　聴覚障がいのある方が運
転する際に車に表示するマ
ークです。やむを得ない場
合を除き、このマークをつ
けた車に幅寄せや割り込み
を行った場合には、道路交
通法違反となります。

　障がいのある方が利用し
やすい建築物や公共輸送機
関であることを示す、世界
共通のマークです。車いす
を利用する方だけでなく、
障がいのあるすべての方の
ためのマークです。

ハート・プラスマーク耳マーク盲人のための国際シンボルマーク

　内臓に障がいのある方を表
しています。心臓疾患などの
内部障がい・内臓疾患は外見
からは分かりにくいため、さ
まざまな誤解を受けることが
あります。そのような方の存
在を視覚的に示し、理解と協
力を広げるために作られたマ
ークです。

　聴覚に障がいがあること
を示し、コミュニケーショ
ン方法に配慮を求める場合
などに使用されているマー
クです。また、自治体、病
院、銀行などが、聴覚に障
がいのある方に援助をする
ことを示すマークとしても
使用されています。

　視覚に障がいのある方の
安全やバリアフリーに考慮
された建物・設備・機器な
どにつけられています。信
号や音声案内装置、国際点
字郵便物、書籍、印刷物な
どに使用されています。

ヘルプマークほじょ犬マーク身体障害者標識（身体障害者マーク）

　義足や人工関節を使用し
ている方、内部障がいや難
病の方、妊娠初期の方など、
援助や配慮を必要としてい
ることが外見からは分から
ない方が、周囲の方に配慮
を必要としていることを知
ってもらうためのマークで
す。

　身体障害者補助犬法に基
づき認定された補助犬（盲
導犬・介助犬・聴導犬）を
受け入れる店の入口などに
 貼 るマークです。不特定多
は

数の方が利用する施設（デ
パートや飲食店など）では、
補助犬の受け入れが義務付
けられています。

　肢体不自由である方が運
転する際に車に表示するマ
ークです。やむを得ない場
合を除き、このマークをつ
けた車に幅寄せや割り込み
を行った場合には、道路交
通法違反となります。

ご存じですか



2・8・1 2市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

問合先内　容ところと　き名　称

保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）保育計画の策定について市役所本庁舎３

階第一会議室
８月５日（水）
１８：００～保育計画策定委員会

ごみ対策課清掃係、減
量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

３市の可燃ごみ共同処理
に伴う減量施策等の検討
について

浅川清流環境組
合５階５０１会議
室（日野市石田
１−２１０−２）

８月７日（金）
１４：２０～

３市ごみ減量推進市
民会議（日野市・国
分寺市・小金井市）

指導室指導係
（☎０４２−３８７−９８７７）

いじめ防止条例の策定に
ついて

市役所本庁舎３
階第一会議室

８月７日（金）
１５：００～

いじめ防止条例検討
委員会

自立生活支援課障害福
祉係
（☎０４２−３８７−９８４８）

障がい者への支援体制に
ついて
※傍聴なし

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

８月２５日（火）
１７：００～地域自立支援協議会

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、傍聴人数を制限する場合がありますので、事前にお問い合
わせください

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆

in
fo
rm
a
tio
n

お
知
ら
せ

U
U

U
U
U
U
U
U
U

　

公
民
館
が
行
う
各
種
事
業
の
調

査
・
研
究
と
企
画
実
施
に
つ
い

て
、
検
討
・
審
議
し
ま
す
。

 

公
民
館
緑
分
館
＝
５
人
、
公
民

館
貫
井
北
分
館
＝
１
人
（
い
ず
れ

も
選
考
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

令
和
２
年
８
月　

日
現
在　

歳
以

１４

１８

上
の
方

■
任
期
委
嘱
日
～
令
和
４
年
７
月

　

日
２０■

報
酬
報
酬
規
定
に
よ
る

■
説
明
会
８
月
４
日
（
火
）
午
後

２
時
か
ら
、
公
民
館
本
館
で

■
選
考
方
法
８
月　

日
（
火
）
午

１８

後
２
時
か
ら
、
公
民
館
本
館
で
行

う
調
整
会
で
決
定
（
応
募
す
る
方

定対

は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
）

■
応
募
用
紙
配
布
場
所
公
民
館
各

館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

▽
市
が
設
置
す
る
付
属
機
関
等

の
委
員
は
、
原
則
２
つ
ま
で
▽
選

考
基
準
・
方
法
、
開
催
回
数
等
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

８
月　

日
午
後
５
時
ま
で
に
、

１４

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
直
接
、
公
民
館
各
館
へ

 

公
民
館
本
館
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３８３

１
８
４
）

 　

市
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
報
告

と
、
市
政
と
議
会
を
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
る
議
会
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

 

８
月　

日
（
金
）
午
後
７
時
～

２１

９
時

 

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル

他申問議
会
報
告
会

時所

 
　

人
（
申
込
順
）

４０

 

手
話
通
訳
・
保
育
あ
り
（
保
育

は
１
歳
以
上
）

 

８
月
３
日
か
ら
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
議
会
事

務
局
庶
務
調
査
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
９
４
７ 
　

儿　

儿
１
２
２
５

０４２

３８７

 

g0
2
0
1
9
9
@
ko
gan
ei-sh

i.j

p

）
へ

 　

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
方

々
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称

略
）

▽
井
寺
喜
香
（
本
町
）
▽
大
久
保

勝
盛
（
本
町
）
▽
大
澤
一
浩
（
貫

井
南
町
）▽
大
堀
金
義
（
関
野
町
）

▽
鴨
下
重
雄
（
前
原
町
）
▽
鴨
下

輝
秋
（
緑
町
）
▽
岸
野
有
次
（
貫

井
北
町
）
▽
阪
本
啓
一
（
東
町
）

▽
髙
杉
隆
行
（
梶
野
町
）
▽
髙
橋

金
一
（
関
野
町
）
▽
髙
橋
博
（
貫

井
北
町
）
▽
髙
橋
正
弘
（
東
町
）

▽
松
嶋
あ
お
い
（
本
町
）
▽
渡
邉

定他申

FAX

糸農
業
委
員
会
委
員
を
改
選

雅
毅
（
中
町
）

■
任
期
７
月　

日
～
令
和
５
年
７

２０

月　

日
１９

 

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
８
２
）

３８７
 　

市
の
住
宅
政
策
の
基
本
的
な
方

針
と
な
る
、
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
の
一
環
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る

た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。

 

９
月　

日
（
火
）
午
後
６
時
～

１５

８
時

 

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ
ー
ル

（
商
工
会
館
３
階
）

 
　

人
程
度
（
申
込
順
）

３０

 

８
月
３
日
～　

日
（
必
着
）に
、

２０

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
、
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
直
接
、
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
住
宅
係
（
〒　

儿
８
５
０
４

１８４

住
所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
５

階
☎　

儿　

儿
９
８
６
１ 
　

儿

０４２

３８７

０４２

　

儿
２
３
３
１ 

s0
6
0
8
9
9
@
k

３８７

o
gan
ei-sh

i.jp

）
へ

 　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
指
定
管
理
対
象
施
設
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー（
緑
町
４
儿　

儿　

）

１７

１０

■
指
定
期
間
令
和
３
年
４
月
１
日

～
令
和
８
年
３
月　

日
３１

■
業
務
内
容
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
運
営
・
管
理
業
務

■
応
募
資
格
法
人
、
そ
の
他
の
団

体
（
個
人
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ

ん
）

■
選
定
方
法
指
定
管
理
者
選
定
委

員
会
が
審
査
を
行
い
、
候
補
者
を

問住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参

加
者
を
募
集

時所定申

FAX

糸

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
を
募
集

選
定
し
ま
す
（
第
１
次
＝
書
類
選

考
。
第
２
次
＝
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
）

■
募
集
要
項
等
配
布
８
月
１
日
～

　

日
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

２７■
応
募
期
間 

９
月
７
日
～　

日
１４

（
必
着
）
に
、
提
出
書
類
を
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
自
立
生
活
支
援

課
へ

【
現
地
説
明
会
】

 

８
月　

日
（
火
）
午
前　

時
か

２５

１０

ら
 

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
機

能
訓
練
室

 

募
集
内
容
、
施
設
概
要
等
の
説

明
お
よ
び
施
設
見
学

 

自
立
生
活
支
援
課
障
害
福
祉
係

申

時所内問

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
４
８
）

 　

６
月
に
配
布
し
た
「
都
営
住
宅

入
居
者
募
集
の
ご
案
内
」
で
次
回

募
集
日
程
を
、
８
月
３
日
（
月
）

～　

日
（
水
）
と
し
て
い
ま
し
た

１２
が
、
８
月　

日
（
月
）
～　

日

１７

２５

（
火
）
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

 

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都
住
宅
供

給
公
社
）
募
集
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０３

儿
３
４
９
８
儿
８
８
９
４ 

h
ttp

s://w
w
w
.to
-k
o
u
sy
a
.o
r.jp

/

）
、
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住

都
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

時
期
が
変
更

問

HP

宅
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
同
計
画
策
定
の
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、
調
査
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
閲
覧
場
所
介
護
福
祉
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
２
階
）
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
同
６
階
）
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

 

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
２
）

０４２

３８７
第
８
期
介
護
保
険
・
高
齢
者

保
健
福
祉
総
合
事
業
計
画

策
定
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
報
告

問

　

監
査
委
員
の
重
永
邦
敏
氏
は
、

７
月　

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

２７

な
り
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
第
２

回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
会

の
同
意
を
得
て
、
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
任
期
は
７
月　

日
か
ら

２８

令
和
６
年
７
月　

日
ま
で
の
４
年

２７

間
で
す
。

　
　

歳
、
小
金
井
市
在
住

６９

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　健康で幸せな生活を長く続
けていくための健康づくりを
応援する健幸チャレンジ事業
を実施します。スマートフォ
ンアプリまたは活動量計によ
るウォーキングや健診受診等
によりポイントが貯まり、景
品と交換することができま
す。ぜひご参加ください。
 市国民健康保険加入の２０～対

７４歳の方
 ９月２０日～令和３年１月３１
日
 ２５０人（多数抽選）
 対象の方に送付した事業案
内兼参加申込書を参照のう
え、８月１５日（消印有効）ま
でに、要事前申込
 保険年金課国民健康保険係
（☎０４２−３８７−９８３３）

時

定
申

問

健幸チャレンジ事健幸チャレンジ事業業
参加者募参加者募集集

こがねい国保

監
査
委
員

監
査
委
員
にに

重
永
邦
敏

重
永
邦
敏
氏氏

を
再
を
再
任任

公
民
館
企
画

実
行
委
員
募
集



2・8・13 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

　

市
税
の
口
座
振
替
は
、
指
定
の

預
・
貯
金
口
座
か
ら
、
各
納
期
限

の
日
に
各
種
の
税
を
自
動
的
に
納

付
で
き
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
な
る

た
め
、
大
変
便
利
な
制
度
で
す
。

　

口
座
振
替
で
き
る
市
税
は
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
市
・

都
民
税
（
普
通
徴
収
分
）
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
（
普

通
徴
収
分
）
で
す
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
で
６
月
車

検
の
方
は
、
継
続
検
査
（
車
検
）

用
納
税
証
明
書
の
送
付
に
納
期
限

後
２
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

直
接
、
①
市
内
の
金
融
機
関
ま

た
は
②
市
納
税
課
へ

※
①
▽
手
続
き
に
は
、
１
か
月
半

ほ
ど
か
か
り
ま
す
▽
市
外
の
金
融

機
関
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
の
方

に
は
、
申
込
用
紙
を
郵
送
し
ま
す

②
▽
ご
本
人
名
義
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
▽
一
部
利
用
で
き
な

い
金
融
機
関
が
あ
り
ま
す

申

 

納
税
課
管
理
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８
２

０４２

３８７

５
）

 　

防
衛
省
で
は
、
来
春
に
入
校
・

入
隊
の
各
種
目
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

■
採
用
種
目
・
応
募
資
格
▽
防
衛

大
学
校
お
よ
び
防
衛
医
科
大
学
校

＝　

歳
未
満
の
高
卒
・
高
卒
見
込

２１
み
の
方
▽
自
衛
官
候
補
生
お
よ
び

一
般
曹
候
補
生
＝　

歳
以
上　

歳

１８

３３

未
満
の
方

※
応
募
受
付
期
間
は
、
各
種
目
で

異
な
り
ま
す

 

自
衛
隊
西
東
京
地
域
事
務
所

（
☎　

儿　

儿
１
９
８
１
）
、
市

０４２

４６３

総
務
課
庶
務
係
（
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
０
５
）

 　

ハ
ト
等
、
自
然
の
中
で
生
活
し

て
い
る
生
き
物
に
人
が
え
さ
を
あ

げ
る
こ
と
は
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
、
生
活
環
境
を
乱
す
原

因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
ん
に

よ
る
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
な
ど
近

問令
和
３
年
入
校
・
入
隊

陸
・
海
・
空
自
衛
官
等
募
集

問ハ
ト
等
へ
の

え
さ
や
り
に
つ
い
て

隣
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

　

公
共
の
場
や
他
人
の
敷
地
に
え

さ
を
ま
く
よ
う
な
行
為
に
よ
り
、

生
き
物
が
人
に
疎
ま
れ
る
よ
う
な

存
在
に
な
ら
な
い
よ
う
、
愛
護
家

の
方
は
、
節
度
あ
る
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

環
境
政
策
課
環
境
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
１
７
）

３８７ 問

防災マップを
全戸配布

打ち水を
実践してみませんか

M

O

N

P

QQQQQQQQQQQQQQQ

QQQQQQQQQQQQQQQ

R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

　市民の皆さんとの対話集会を行います。市
政に対する率直なご意見・ご提案を、市長と
のフリートークを通じてお聞かせください。
  ８月２３日（日）午後２時〜４時＝市民会
館・萌え木ホール（商工会館３階）、２５日
（火）午後７時〜９時＝前原町西之台会館
 各日２５人（申込順）
 渇保育あり（１歳以上。６人。申込順）渇
手話通訳あり
 ８月３日から、電話、ファクス、Ｅメール
または直接、広報秘書課広聴係（市役所第二
庁舎１階☎０４２−３８７−９８１８ ０４２−３８７−１２２４
 s010399@koganei-shi.jp）へ

時所

定
他

申

FAX
糸

市民と市長市民と市長のの
座談座談会会

　東京では、猛暑日や熱帯夜が増加する
など夏の暑さが課題となっています。そ
こで、涼を得るための江戸の知恵である
打ち水を、ご家庭でも実践してみません
か。
　朝方や夕方に行うと、効果的です。風
が吹けば、より涼を感じることができる
でしょう。お風呂の残
り湯などを使えばより
環境に優しく経済的で
す。
 環境政策課環境係
（☎０４２−３８７−９８１７）
問

　避難場所や家庭
の防災対策などを
まとめた防災マッ
プを全面改訂し、
市内すべての世帯
に配布します。配
布期間を過ぎても
届かない場合は、
地域安全課へご連絡ください。
■配布期間８月１２日（水）〜１６日
（日）
 地域安全課防災消防係（☎０４２
−３８７−９８０７）
問

%
%

%
%
%
%
%
%
%

　浅川清流環境組合可燃ごみ処理施設では、排気ガスに含まれる水
銀などの有害物質をできる限り排出しないために、国が定める環境
基準よりも厳しい基準を設けて運営を行っています。
　今回、燃やすごみの中に水銀を含むごみが混入していたことが原
因で、同組合の定める公害防止基準値（５０μｇ／㎥Ｎ）を超える水
銀濃度が６月１６日午後１１時３７分に、一時的に測定されました。

　煙突入口水銀濃度は、同組合の定める停止の基準には至っていま
せん。なお、周辺地域に環境汚染や健康被害が生じることはありま
せん。
 同組合可燃ごみ処理施設の排ガスに含まれる水銀濃度の基準値の
一時的な超過については、同組合ホームページ（https://cms.upc 
s.jp/asakawa/）をご覧ください

他

お願い

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

■
開
設
時
間
午
前
９
時
〜
午
後
１

時■
開
設
窓
口
市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
２
日
の

み
）
、
納
税
課
（
２
日
の
み
）

※
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
国
民

年
金
事
務
・
市
税
証
明
書
交
付
事

務
ほ
か
）
も
あ
り
ま
す
。
個
人
番

号
カ
ー
ド
に
係
る
業
務
は　

日
の

１６

ご
利
用
く
だ
さ
い

８
月
の
休
日
窓
口

み
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、
土
曜
・

０４２

３８７

日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代
表
（
☎

　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

問○は休日窓口開設日8月
土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716
29282726252423

3130

○○

○
○
○

市
税
市
税
のの
納
付
納
付
はは

便
利
便
利
なな
口
座
振
替

口
座
振
替
でで

水水銀銀をを含含むむごごみみのの出出しし方方にに
ごご注注意意くくだだささいい（（有有害害ごごみみ））

水銀を含むごみの出し方水銀を含むごみの出し方にに
ご注意ください（有害ごみ　ご注意ください（有害ごみ））
 市ごみ対策課減量推進係（☎０４２−３８７−９８３５）、浅川清流環境組合事業課（☎０４２−５０６−２９２３）問

渇水銀は体に有害な物質のため、水銀製品は有害ごみとして、必ず分別して
排出をお願いします
渇水銀は、主に、蛍光灯や体温計・血圧計（銀色の液体が入っているもの）
やボタン電池などに含まれています。蛍光灯が割れてしまった場合は、割れ
た蛍光灯を袋に入れ、封をしてから、有害ごみとして出してください
渇電池が取り外せない製品などは、電池ありと袋に表記し、燃やさないごみ
で出してください
※赤や青の液体が入った温度計はアルコール液のため、燃やさないごみとし
て出してください

水銀製品は有害ごみの
日に出してください

市民の皆様にお願いしたいこと

電池類は有害ごみの日
に出してください



市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 2・8・1 4

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

ひ
ろ
ひ
ろ
ばば

福
祉
福
祉
のの

 　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
市

内　

か
所
に
設
置
し
て
い
る
防
災

５８
行
政
無
線
を
用
い
て
市
民
の
皆
さ

ん
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、
情
報
伝

達
試
験
を
行
い
ま
す
。

 

８
月
５
日（
水
）午
前　

時
ご
ろ

１１

■
試
験
放
送
の
内
容
▽
防
災
行
政

無
線
チ
ャ
イ
ム
▽
「
こ
れ
は
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」
３
回

繰
り
返
し
▽
「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う

さ
い
こ
が
ね
い
で
す
」
▽
防
災
行

政
無
線
チ
ャ
イ
ム

 

▽
こ
の
試
験
は
、
本
市
以
外
の

地
域
で
も
、
全
国
的
に
実
施
さ
れ

ま
す
▽
試
験
放
送
当
日
に
放
送
内

容
を
確
認
す
る
場
合
は
、
自
動
音

声
応
答
サ
ー
ビ
ス
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
９
０
０
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

時他

 

地
域
安
全
課
地
域
安
全
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
０
６
）

０４２

３８７

 　
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
東
京

都
の
全
市
町
村
が
共
同
で
運
営

し
、交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
に
、

少
な
い
会
費
で
見
舞
金
を
受
け
ら

れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

令
和
２
年
度
分
に
つ
い
て
、
未

加
入
の
方
は
随
時
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
東
京
市

町
村
総
合
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ctv-to

kyo
.

o
r.jp
/

）
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

 

市
内
在
住
の
方

■
会
費
等
▽
Ａ
コ
ー
ス
＝
年
額
千

円
の
会
費
で
最
高　

万
円
の
見
舞

３００

金
▽
Ｂ
コ
ー
ス
＝
年
額　

円
の
会

５００

費
で
最
高　

万
円
の
見
舞
金

１５０

 

市
内
の
小
・
中
学
生
、
消
防
団

員
の
方
は
、
市
費
負
担
で
Ｂ
コ
ー

問交
通
災
害
共
済

（
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
）
に

ご
加
入
を

対他

ス
に
加
入
し
て

い
ま
す
（
自
己

負
担
に
よ
っ
て

Ａ
コ
ー
ス
へ
の

移
行
も
可
能
）

 

加
入
申
込
書
に
会
費
を
添
え
て

市
内
の
銀
行
等
窓
口
（
郵
便
局
、

三
井
住
友
信
託
銀
行
は
除
く
）
へ

 

交
通
対
策
課
交
通
対
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
５
０
）

０４２

３８７

 　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
国
民
健

７０

７５

康
保
険
加
入
者
の
高
齢
受
給
者
証

を
８
月
に
一
斉
更
新
し
、
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
し

た
。
同
封
の
通
知
文
に
、
負
担
割

合
な
ど
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
住
所
等
が
変
わ
っ
た
と
き
は

　

届
け
出
を
】

　

転
入
・
転
出
・
死
亡
等
に
よ
り
、

世
帯
構
成
ま
た
は
前
年
の
所
得
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
負
担
割

合
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
３
）

０４２

３８７

 　

市
報
７
月　

日
号
２
面
に
掲
載

１５

の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お

知
ら
せ
」
の
記
事
中
、
保
険
証
の

更
新
の
記
載
に
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

【
誤
】
令
和
元
年
度
住
民
税
課
税

所
得

【
正
】
令
和
２
年
度
住
民
税
課
税

所
得

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

 

保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
４
）

０４２

３８７

申問国
民
健
康
保
険

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は

届
き
ま
し
た
か

問お
詫
び
と
訂
正

問

　

自
立
し
た
市
民
社
会
の
創
造
に

向
け
て
、
幅
広
い
分
野
の
市
民
活

動
団
体
を
応
援
す
る
助
成
金
の
要

望
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

 

第
一
次
さ
く
ら
フ
ァ
ン
ド
に
未

申
請
の
、
市
内
で
活
動
す
る
市
民

団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
し
く
は
任

意
団
体
）
■
助
成
額
１
団
体
上
限

　

万
円 

８
月　

日
ま
で
に
、
Ｅ

１０

２１

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
所
定
の
様

式
（
小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
同
セ
ン
タ
ー

（
☎　

儿　

儿
０
０
１
１ 

vc-k

０４２

３８７

o
gan
ei@
circu

s.o
cn
.n
e.jp

）

へ
  　

俳
優
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い

る
講
師
の
ユ
ニ
ー
ク
な
俳
句
講
座

で
す
。

 

９
月
２
日
～　

月
７
日
の
水
曜

１０

日
、
午
後
２
時
～
４
時
（
９
日
・

　

日
を
除
く
。
全
４
回
） 

社
会

２３福
祉
協
議
会 

小
倉
一
郎
さ
ん

（
俳
人
） 

市
内
在
住
の
お
お
む

対

申

糸

高
齢
者
い
き
い
き
活
動
講
座

儿
小
倉
一
郎
先
生
の
俳
句
の

あ
る
生
活

時

所

講
対

ね　

歳
以
上
の
方 
　

人
（
多
数

６０

１４

抽
選
） 

８
月　

日
（
必
着
）
ま

１１

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・

年
齢
・
性
別
を
明
記
し
、
社
会
福

祉
協
議
会
「
俳
句
係
」
（
〒　

儿
１８４

０
０
０
４
本
町
５
儿　

儿　

☎　

３６

１７

０４２

儿　

儿
０
０
１
１
）
へ

３８７

 　

日
程
・
内
容
等
は
相
談
し
て
決

定
し
ま
す
。

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議

室
（
貫
井
北
町
１
儿
８
儿　

） 
２１

同
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
班 

５
人

 

１
時
間
千　

円
（
教
材
費
は
別

５００

途
） 

パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
で
参

加
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

開
催
日
の
４
日
前
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
希
望
コ
ー

ス
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
同
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６
１
４
１

０４２

３８３

 
　

儿　

儿
６
２
４
１
）
へ

０４２

３８５

  

８
月　

日
～　

月
３
日
の
毎
週

２９

１０

土
曜
日
午
後
１
時
～
３
時
（
全
６

回
） 

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作 

市
内
在

住
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
方 

６

人
（
多
数
抽
選
。
初
め
て
応
募
す

る
方
を
優
先
） 

８
月　

日
ま
で

１５

の
午
前
９
時
～
午
後
７
時
（
土
曜

日
は
午
後
５
時
ま
で
。
日
曜
・
祝

日
を
除
く
）
に
、
直
接
、
障
害
者

地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
☎

　

儿　

儿
８
８
１
１
）
へ

０４２

３８１

定

申

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
個
人
教
室

所

講

定

￥

他

申FAX障
害
者
地
域
自
立
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

時

所

内

対

定

申

募集人数月額報酬業務名

３人２０２,５１５円保育士（育児休業代替）
任期付

①

１人１５８,２４０円給食調理（育児休業代替）

１人２２４,７００円施設管理業務（休日・夜間窓口
等）

会計年度任用
１人１６５,３００円一般事務（集会施設管理業務）

３人１５８,７００円保育園給食調理業務

２人９４,４００円〜１４１,６００円保育園看護業務

若干名１１０,２００円副校長補佐業務会計年度任用②

■
年
齢
等
要
件
年
齢
・
国
籍
は

問
い
ま
せ
ん

■
採
用
予
定
日
９
月
１
日（
火
）

 

▽
資
格
要
件
等
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
▽
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す■
要
項
配
布 

①
は
８
月
７
日

（
金
）ま
で
に
職
員
課
へ
。
郵
送

他

申

の
場
合
は
６
日
必
着
。
②
は　
１３

日
（
木
）
ま
で
に
庶
務
課
へ
。

郵
送
の
場
合
も　

日
必
着

１３

 

①
職
員
課
人
事
研
修
係
（
〒

　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・
市

１８４役
所
本
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
０
８
）
②
庶
務
課
庶
務
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
７
階
☎

　

儿　

儿
９
８
７
２
）

０４２

３８７

問

令
和
２
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員
・

任
期
付
職
員
募
集

第
二
次

さ
く
ら
フ
ァ
ン
ド

募
集

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市では、行政情報などを掲載
した「わたしの便利帳（２０２１−
２０２２年版）」を、㈱サイネックス
と官民協働で作成し、市内の全
世帯への配布を予定していま
す。
　２年ごとの発行を予定してい
るため、長期間にわたって多く
の方がご覧になる有効な広告媒
体となります。
　８月から、この便利帳に有料
広告をご掲載いただく事業者の
方を募集するため、㈱サイネッ

クスの社員が市内の商店や事業
所に伺いますので、ご理解・ご
協力をお願いします。
■規格Ａ４判、カラー４色刷
り、約１３５ページ
■発行年１２月発行、令和３年１
月配布予定
■発行部数２年間で６４,５００部
 広告掲載に関すること＝㈱サ
イネックス東京埼玉支店（☎０４
−２９６８−８４９４）、発行に関する
こと＝広報秘書課広報係（☎
０４２−３８７−９８０３）

問

広告主を募集広告主を募集わたしの
便利帳

ち
ょ
こ
っ
と
共
済
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ち
ょ
こ
助
」



2・8・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

　

下
表
の
手
当
や
助
成
を
受
け

て
い
て
、
更
新
手
続
き
（
現
況

届
）
が
必
要
な
方
に
、
届
け
出

の
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
、

８
月
（
制
度
に
よ
っ
て
は　

月
１０

ま
た
は　

月
）以
降
、手
当
や
助

１１

成
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

来
年
分
の
医
療
証
の
交
付
が
さ

れ
な
い
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提

現
況
届
の
提
出出

を
忘
れ
ず

　
　

を
忘
れ
ず
にに

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
～
土

０４２

３２１

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿　

へ

０６４

０００

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　地域包括支援センターは高齢者に関
する総合相談窓口で、市内に４か所設
置しています。保健師・社会福祉士・
主任ケアマネジャー等の専門職が配置
され、健康保持や生活の安定のための
支援を行います。
　電話・来所のほか状況に応じて訪問
して話を伺うことも可能です。

　高齢者自身やご家族からはもちろ
ん、お近くに気になる方がいらっしゃ
いましたら、無料ですので、お気軽に
ご相談ください。
 月曜～土曜日の午前９時～午後５時
３０分（年末年始・祝日を除く）
 各地域包括支援センター、介護福祉
課包括支援係（☎０４２−３８７−９８４５）

時

問

 　

社
会
生
活
上
必
要
な
外
出
、
余

暇
活
動
ま
た
は
社
会
参
加
を
目
的

に
、
障
が
い
の
あ
る
方
等
の
外
出

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

視
覚
障
が
い
の
方
、
知
的
障
が

い
の
方
お
よ
び
精
神
障
が
い
の
方

を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
次

の
方
が
対
象
に
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
方
で
、
肢
体
不
自
由
の
う

ち
、
下
肢
１
級
・
２
級
、
体
幹
１

級
・
２
級
ま
た
は
乳
幼
児
期
以
前

の
非
進
行
性
の
脳
病
変
に
よ
る
運

動
機
能
障
害
（
移
動
機
能
に
限

る
）
１
級
・
２
級
の
方

 

対
象
・
申
請
方
法
等
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

自
立
生
活
支
援
課
相
談
支
援
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
４
１
）

０４２

３８７

 
【
①
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
】

　

８
月
期
分
＝
４
～
７
月
分

【
②
特
別
障
害
者
手
当
等
】

移
動
支
援
事
業

移
動
支
援
事
業
のの

利
用
対
象
が
拡

　
　

利
用
対
象
が
拡
大大

他問各
種
手
当
の
支
給

　

８
月
期
分
＝
５
～
７
月
分

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

■
振
込
日
８
月
７
日
（
金
）

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
▽
振
込
日
以
降
、

７
日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な

い
場
合
▽
氏
名
、
住
所
、
口
座
を

変
更
し
た
場
合
▽
施
設
に
入
所
し

た
場
合
▽
障
が
い
の
程
度
が
変
わ

っ
た
場
合
（
①
）
▽
病
院
等
に
３

か
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場

合
（
②
） 

自
立
生
活
支
援
課
障

害
福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

２
）

  

８
月　

日
（
木
）
午
前　

時
～

２０

１０

午
後
２
時 

公
民
館
貫
井
北
分
館

 

認
知
症
や
家
族
介
護
に
関
す
る

相
談 

４
組
（
申
込
順
） 

８
月

３
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
公
民
館

貫
井
北
分
館
窓
口　
（
☎　

儿　
０４２

３８５

儿
３
４
０
１
）
へ

問

認
知
症
カ
フ
ェ
ぬ
く
い
き
た

儿
家
族
介
護
相
談
会

時

所

内

定

申

   

８
月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

２９

１０

正
午 

公
民
館
緑
分
館 

波
多
野

典
子
さ
ん
（
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
デ

コ
レ
ー
タ
ー
） 

市
内
在
住
・
在

学
の
小
学
生
（
小
学
校
２
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
） 
　

人
（
多

２０

数
抽
選
） 
　

円 

８
月
７
日

５００

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

（
１
組
１
通
）
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
公
民
館
緑
分
館

「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
作
ろ
う

係
」
（
〒　

儿
０
０
０
３
緑
町
３

１８４

予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ ・

どど
もも

子子

育育
てて

子子
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
をを

作
ろ

　
　
　
　
　

作
ろ
うう

子
ど
も
体
験
講
座

時

所

講

対

定

￥

申

儿
３
儿　

☎　

儿　

儿
７
３
０

２３

０４２

３８７

１
）
へ

  　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

 

８
月　

日
（
月
）
午
前　

時
～

２４

１０

　

時　

分 

保
健
セ
ン
タ
ー 

▽

１１

３０

依
頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、
原
則

生
後　

日
～

５７

小
学
生
の
子

ど
も
と
同
居

し
て
い
る
保

護
者
の
方
▽

協
力
会
員
＝

援
助
活
動
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

時

所

対

関
心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方
（
協

２０

力
会
員
講
習
会
へ
の
参
加
が
必
要

で
す
） 

８
月　

日
か
ら
、
電
話

１１

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０
１

０４２

３２０

＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）
へ

申

義務教育就学児医療費
助成制度申請の受け付け

猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿

猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿 猿

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市内在住で、医療保険に加入
しており、他の公的医療保障を
受けていない小学校４年生～中
学生までの児童の保護者の方
で、令和元年中の所得が所得制
限内になった方は、申請により
１０月１日から義務教育就学児医
療費助成を受給することができ
ます。
　令和２年９月３０日まで有効期
間のある義務教育就学児医療費
助成制度の医療証をお持ちの方
は、改めて申請する必要はあり
ません。
■所得制限右表のとおり
■申請書配布場所子育て支援課
（市役所第二庁舎３階）、市ホ
ームページ

■必要書類渇 医療証交付申請
書渇児童の健康保険証の写し
 申請書には必ず押印してくだ
さい
 ８月１日～９月４日（消印有
効）に、郵送で必要書類を子育て
支援課手当助成係（〒１８４−８５０４
住所不要☎０４２−３８７−９８３９）へ

碓子

他

申

所得制限限度額扶養親族の人数

６３０万円０人

６６８万円１人

７０６万円２人

７４４万円３人

１人増すごとに
３８万円を加算４人以上

問合先手当・助成制度名

子育て支援課
手当助成係
（☎０４２−３８７−９８３９）

児童扶養手当、ひと
り親家庭等医療費助
成、※乳幼児医療費
助成、※義務教育就
学児医療費助成

①

自立生活支援課
障害福祉係
（☎０４２−３８７−９８４２）

特別児童扶養手当、
特別障害者手当等、
重度心身障害者手当

②

①の※は、更新手続きに必要な情報（課税情報
等）が確認できる場合、現況届を省略

電話番号担当地域名称

☎０４２−３８８−２４４０
梶野町、関野町、緑町、
本町２・３丁目、桜町
１・３丁目

小金井きた
地域包括支援センター

☎０４２−３８８−８４００前原町、本町６丁目、貫
井南町

小金井みなみ
地域包括支援センター

☎０４２−３８６−６５１４東町、中町、本町１丁目小金井ひがし
地域包括支援センター

☎０４２−３８６−７３７３本町４・５丁目、桜町２
丁目、貫井北町

小金井にし
地域包括支援センター

ご存じですご存じですかか
地域包括支援センタ地域包括支援センターー 市ホームページ

ＱＲコード



市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 2・8・1 6

掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。費用の掲載のないものは、原則無料です。

健康ガイド

貫
井
北
町
５
儿　

儿　
18

18

〒　
儿
0
0
1
5

184
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

（
☎　
儿　

儿
1
2
4
0
）

042

321

情情報報アア・・ララ・・カカルルトト情報ア・ラ・カル情報ア・ラ・カルトト このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教育委員会は携わ
っていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●オペラ集団I CANTORI特別公演
 ８月２日（日）午後７時３０分開演
 小金井　宮地楽器ホール小ホール
 日本歌曲・オペラの約１時間の演
奏会 ４７席 ２,０００円（全自由席） 
電話またはＥメールで同団体・小林
（☎０８０−５２７１−６１９６ studiocanti 
amo@gmail.com）へ
●ラミィキューブ講習会　 ８月１０
日（祝）午後１時〜１０時（入退場自

催催 しし ・・ 講講 座座催 し ・ 講催 し ・ 講 座座

時
所
内

定 ￥ 申

糸

時

由） 小金井　宮地楽器ホール 脳
トレにもなるボードゲームの講習 
小学校３年生以上 無料 予約優
先。当日来場可 電話、Ｅメールま
たはＳＭＳでラミィキューブの会・
井口（☎０９０−７６３２−３２６０ tableg 
ames@buckeye.co.jp）へ
●小金井リサイクルフリーマーケッ
ト出店募集　 ８月３０日（日）午前
８時３０分〜午後３時 都立小金井公
園いこいの広場 １００人（申込順） 
ホームページ参照 ホームページ参

所 内
対

￥ 他
申

糸

時
所

定 ￥
申

 

■熱中症予防対策を！　新型コロナ
ウイルスの影響により、マスクの着
用や、自宅で過ごす時間が増えてい

ます。クーラーなどを活用し、こま
めに水分補給をして、体調がすぐれ
ないときは、無理せずに休みましょ
う。感染や熱中症に注意し、大切な
命を守りましょう 小金井消防署
（☎０４２−３８４−０１１９）

問

照のうえ、８月１日から、リサイク
ル推進友の会（☎０３−３４１２−６８５７＝
月曜〜金曜日午前１０時〜午後４時 
http://www.frma.jp/）へ
 

●中級水泳教室　 ９月８日〜２９日
の火曜・土曜日午前９時から（全５

HP

スス ポポ ーー ツツス ポ ース ポ ー ツツ
時

回） 総合体育館 中学生以上で３
泳法２５ｍ泳げる方 ２８人 ３,０００円
 ８月１７日（必着）までに、往復は
がきに住所・氏名・年齢・電話番号
を、体育協会・中級水泳係（〒１８４
−０００１関野町１−１３−１）へ 市水
泳協会・戸田（☎０４２−３２６−２０８７）

所 対
定 ￥

申

問

 

９
月　

日
（
木
）
午
後
１
時　

１０

３０

分
～
３
時 

保
健
セ
ン
タ
ー 

高

見
澤
充
さ
ん
（
市
医
師
会
会
員
）

 
　

人
（
申
込
順
） 

８
月
３
日

１５
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

９
月
７
日
（
月
）
午
後
１
時
受

付
開
始
（
健
診
終
了
は
３
時
ご

ろ
） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

個
別
健

診
未
受
診
（
予
定
も
含
む
）
で
、

お
お
む
ね　

～　

週
の
妊
婦
の
方

１６

２７

 
　

人
（
申
込
順
） 

８
月
３
日

１０
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

９
月
３
日
～　

日
の
毎
週
木
曜

２４

日
午
前
９
時　

分
か
ら
、　

時　

４５

１０

１５

分
か
ら 

保
健
セ
ン
タ
ー 

歯
磨

き
練
習
、
栄
養
講
話
な
ど
※
む
し

歯
予
防
教
室
受
講
後
、
希
望
者
は

引
き
続
き
歯
科
健
診
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す 

平
成　

年
２
月

３０

生
ま
れ
（
２
歳
６
か
月
）
～
令
和

元
年
８
月
生
ま
れ
（
１
歳
）
の
子

ど
も
※
転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過

ぎ
て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い 

各
回
５
人（
申
込
順
） 

８

月
３
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

時

所

講

定

申

妊
婦
歯
科
健
診

時

所

対

定

申

む
し
歯
予
防
教
室

時

所

内

対

定

申

  

８
月　

日
（
水
）
午
後
３
時
～

２６

４
時 

保
健
セ
ン
タ
ー 

小
学
生

と
保
護
者
（
保
護
者
の
み
も
可
）

 

電
話
で
健
康
課
へ

  
　

月
１
日
（
木
）
～　

月　

日

１０

１２

３０

（
水
） 

市
内
契
約
６
医
療
機
関
、

国
分
寺
市
内
契
約
６
医
療
機
関 

令
和
３
年
３
月　

日
現
在　

歳
以

３１

２０

上
の
女
性
で
、
平
成　

年
４
月
以

３１

降
に
市
の
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診

し
て
い
な
い
方 
　

人
（
多
数
抽

８００

選
） 

千
円
※
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
減
免
制
度
あ
り 

申
込
結
果

は
、
９
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す 

８
月　

日
（
消
印
有
効
）ま
で
に
、

１５

郵
送
で
「
子
宮
が
ん
検
診
希

望
」・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
健
康

課
へ
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

請
可

 　

医
療
機
関
で
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
検
査
で
す
。

【
①
桜
町
病
院
】

 
　

月
２
日
～　

月　

日
の
火

１０

１２

２５

曜
・
水
曜
・
金
曜
日
の
午
後 
　

１００

人
（
多
数
抽
選
）

【
②
小
金
井
つ
る
か
め

親
子
歯
科
教
室

子
ど
も
の
歯
並
び
相
談

時

所

対

申子
宮
が
ん
検
診

時

所

対

定

￥

他

申

乳
が
ん
検
診

時

定

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
】

 
　

月
１
日
～　

月　

日
（
日
曜

１０

１２

３０

日
を
除
く
） 　

人
（
多
数
抽
選
）

２５０

【
③
東
小
金
井
さ
く
ら

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
】

 
　

月
１
日
～　

月　

日
の
月
曜

１０

１２

２５

～
金
曜
日
（
水
曜
日
の
午
後
を
除

く
） 
　

人
（
多
数
抽
選
）

１００
們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

令
和
３
年
３
月　

日
現
在　

歳

３１

４０

以
上
の
女
性
で
、
平
成　

年
４
月

３１

以
降
に
市
の
乳
が
ん
検
診
を
受
診

し
て
い
な
い
方
。
な
お
、
次
の
方

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
▽
現
在
授
乳

中
、
妊
娠
中
、
断
乳
後
６
か
月
以

内
の
方
▽
乳
房
疾
患
で
治
療
中
、

経
過
観
察
中
、
手
術
後
の
方
▽
ま

っ
す
ぐ
に
立
つ
こ
と
が
難
し
い
方

▽
心
臓
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装

着
し
て
い
る
方
▽
豊
胸
手
術
を
し

た
方 

２
千
円
※
生
活
保
護
世
帯

の
方
は
減
免
制
度
あ
り 

抽
選
結

果
は
、
９
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す

 

８
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

１５

に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で
「
乳

が
ん
検
診
希
望
」・
希
望
医
療
機

関
名
（
①
～
③
の
い
ず
れ
か
）・

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
健
康
課
へ
※
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
可

 
【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

９
月　

日
（
木
）
午
後
２
時　

１７

４５

時

定

時

定

対

￥

他

申離
乳
食
教
室

時

分
～
３
時　

分 

お
お
む
ね
６
～

４５

７
か
月
児
の
保
護
者 

９
人
（
申

込
順
）

【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

９
月　

日
（
木
）
午
後
１
時　

１０

３０

分
～
２
時　

分 

お
お
む
ね
８
～

４５

　

か
月
児
の
保
護
者 

９
人
（
申

１１込
順
）們

們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

管
理
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
義 

母
子
同
室
で
す 

８
月
３
日
か

ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

９
月　

日（
月
）午
前　

時
～
午

１４

１０

後
１
時 

保
健
セ
ン
タ
ー 

妊

対

定

時

対

定

所

内

他

申

両
親
学
級
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ス

（
平
日
コ
ー
ス
）

時

所

内

娠
、
出
産
、
育
児
の
話
、 
沐 
浴
実

も
く

習
等 

お
お
む
ね　

～　

週
の
妊

１６

２７

婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
（
妊
娠
週

数
は
目
安
で
す
） 
　

組
（
申
込

２０

順
。
初
産
婦
の
方
優
先
） 

８
月

３
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

９
月
５
日
（
土
）、　

日
（
土
）

１２

午
前　

時
～
午
後
１
時 

保
健
セ

１０

ン
タ
ー 

妊
娠
、
出
産
、
育
児
の

話
、 
沐 
浴
実
習
等 

お
お
む
ね　

も
く

１６

～　

週
の
妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の

２７
方
（
妊
娠
週
数
は
目
安
で
す
） 

各
日　

組
（
申
込
順
。
初
産
婦
の

１８

方
優
先
） 

８
月
３
日
か
ら
、
電

話
で
健
康
課
へ

対

定

申

両
親
学
級
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ス

（
土
曜
日
コ
ー
ス
）

時

所

内

対

定

申

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　市では、住民税非課税世帯
の方を対象に、今年度ご負担
いただいたがん検診費用の返
還を予定しています。つきま
しては、がん検診受診時の領
収書を保管していただきます
ようお願いします。
　返還時期、手続き等の詳細
は、１１月ごろ、市ホームペー
ジ等でお知らせします。
 健康課問

 
ど
ん
な
ふ
う
に
漏
れ
る
っ
て
？

　

女
性
は
中
年
を
過
ぎ
る
と
尿
漏

れ
（
尿
失
禁
）
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
、
調
査
に
よ
る
と
半
数
以
上

の
方
が
尿
失
禁
を
経
験
し
た
と
す

る
報
告
も
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は

ひ
っ
そ
り
と
悩
み
を
抱
え
て
い
た

女
性
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最

近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
健
康

番
組
に
よ
る
啓
も
う
活
動
も
手
伝

い
、
よ
う
や
く
積
極
的
に
治
療
を

受
け
た
い
と
考
え
る
方
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
思
い
切
っ
て
泌
尿
器
科

を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
ど
う
で
し

ょ
う
。
や
っ
と
の
こ
と
で
尿
失
禁

を
告
白
し
た
ば
か
り
な
の
に
、
ど

ん
な
と
き
に
漏
れ
る
の
か
、
ど
の

く
ら
い
漏
れ
る
の
か
な
ど
根
掘
り

葉
掘
り
聞
か
れ
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
恥
ず
か
し
い
し
、
な
ん
て

失
礼
な
先
生
だ
ろ
う
と
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

泌
尿
器
科
は
排
尿
の
悩
み
に
寄
り

添
う
専
門
医
師
で
す
。
た
く
さ
ん

の
方
の
排
尿
の
悩
み
に
寄
り
添
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
切
実
な
問

題
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

す
。
尿
失
禁
は
実
は
い
ろ
い
ろ
な

原
因
で
お
こ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

考
え
ら
れ
る
治
療
法
も
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
そ
の
た
め
詳
し
く
状

況
を
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

一
方
、
単
純
に
一
定
の
薬
を
飲
め

ば
万
事
解
決
す
る
と
い
う
方
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
習
慣

の
見
直
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
、

運
動
療
法
の
継
続
も
併
せ
て
必
要

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

専
門
医
師
を
味
方
に
し
て
、
よ

り
快
適
な
排
尿
生
活
を
め
ざ
し
て

く
だ
さ
い
。

　

小
金
井
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

ゆ
ず
り

骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い

骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
てて

健
康
講
演
会

儿
骨
の
健
康
に
つ
い
て

学
び
ま
す

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

住民税非課税世帯の方へ
がん検診費用の償還払い

を開始します



2・8・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。7

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

学
び
・
く
ら
し

eevveenntt
催
し

【
面
接
会
事
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】

 

８
月　

日
（
金
）
午
後
２
時
～

２１

４
時 

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー

ル 
　

人 

電
話
で
東
京
し
ご
と

３０

セ
ン
タ
ー
多
摩
へ

【
面
接
会
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】

 

８
月　

日
（
水
）
午
前　

時
～

２６

１０

正
午 

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
（
三
鷹

市
下
連
雀
３
儿　

儿
４
） 
　

人

３８

３０

 

電
話
で
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

多
摩
へ

【
合
同
就
職
面
接
会
】

 

８
月　

日
（
水
）
午
前　

時
～

２６

１０

正
午
、
午
後
２
時
～
４
時 

三
鷹

産
業
プ
ラ
ザ
■
参
加
企
業
数
各
回

４
社 

面
接
を
希
望
す
る
企
業
の

数
だ
け
履
歴
書
を
持
参 

各
回　
３０

人
（
申
込
順
） 

８
月
７
日
か
ら
、

電
話
で
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多

摩
へ

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩

（
☎　

儿　

儿
４
５
２
４
）

０４２

３２９

  

８
月　

日
（
日
）
午
後
１
時
～

２３

３
時 

公
民
館
貫
井
北
分
館 

長

谷
川
解
さ
ん
（
立
教
大
学
生
） 

　

歳
～　

歳
代
の
方 

８
人
（
申

１０

２０

込
順
） 

８
月
３
日
か
ら
、
電
話
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
公
民
館
貫
井
北

分
館
窓
口　
（
☎　

儿　

儿
３
４

０４２

３８５

０
１ 

k0
2
0
4
1
5
@
b
z0
4
.p
lal

時

所
定

申

時

所

定

申時

所

他

定

申

問若
者
に
よ
る
自
主
講
座

哲
学
対
話
儿
じ
っ
く
り
テ
ツ

ガ
ク
す
る
時
間

時

所

講
対

定

申
糸

a.o
r.jp

）
へ

  

８
月　

日
（
土
）
午
後
２
時
～

２２

４
時 

公
民
館
本
館 

登
校
を
嫌

が
る
理
由
、
子
ど
も
の
気
持
ち
、

親
の
対
応
な
ど 

内
田
良
子
さ
ん

（
子
ど
も
相
談
室
「
モ
モ
の
部

屋
」
主
宰
） 

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方 
　

人
（
申
込
順
） 

１８

保
育
あ
り
（
お
お
む
ね
２
歳
以

上
。
要
事
前
申
込
） 

８
月
３
日

か
ら
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た

は
公
民
館
本
館
窓
口
（
☎　

儿　
０４２

３８３

儿
１
１
８
４ 

k0
2
0
4
9
9
@
ko

gan
ei-sh

i.jp

）
へ

  

左
表
の
と
お
り 

公
民
館
緑
分

館 

松
本
芳
実
さ
ん
（
陶
芸
家
）

 

市
内
在
住
で
全
日
程
参
加
で
き

る
方 
　

人
（
多
数
抽
選
。
初
め

２０

て
の
方
優
先
） 

５
千
円
（
材
料

費
） 

８
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１７

に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
公
民
館
緑
分
館

「
陶
芸
入
門
教
室
」
係
（
〒　

儿
１８４

０
０
０
３
緑

町
３
儿
３
儿

　

☎　

儿　

２３

０４２

３８７

儿
７
３
０
１
） 

へ
 

子
ど
も
の
人
権
講
座

登
校
し
ぶ
り
を
考
え
る

儿
夏
休
み
明
け
に「
学
校
に
行
き

た
く
な
い
」と
言
わ
れ
た
ら

時

所

内

講
対

定

他

申

糸

陶
芸
入
門
教
室

時

所

講
対

定

￥

申

時間日程

１３：３０～
１５：３０

９／３～１０／１５の
毎週木曜日
１０／２８（水）

１２：３０～
１５：３０１１／５（木）

１３：３０～
１５：３０　／１１（水）

１２：３０～
１５：３０　／１９（木）

  

９
月
６
日
～　

月
４
日
の
毎
週

１０

日
曜
日
午
前　

時
～
正
午
（
全
５

１０

回
） 

公
民
館
緑
分
館 

多
摩
直

下
地
震
に
お
け
る
発
災
時
の
対
応

と
防
災
対
策
、
風
水
害
に
お
け
る

防
災
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
防

災
、
要
配
慮
者
に
お
け
る
防
災
、

こ
れ
か
ら
の
防
災
・
危
機
管
理 

山
田
一
廣
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
防
災
環
境
）
ほ
か 

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 
　

人
３０

（
申
込
順
） 

８
月
３
日
か
ら
、

電
話
ま
た
は
公
民
館
緑
分
館
窓
口

（
☎　

儿　

儿
７
３
０
１
）
へ

０４２

３８７

  

９
月
５
日
～　

日
の
毎
週
土
曜

１９

日
午
前　

時
～
正
午
（
全
３
回
）

１０

 

公
民
館
緑
分
館 

人
と
動
物
の

心
臓
の
比
較
、
身
近
な
自
然
に
す

む
野
生
動
物
、
ミ
ツ
バ
チ
と
そ
の

市
民
講
座

災
害
に
備
え
今
、
何
が
で
き

る
か
を
考
え
る

時

所

内

講

対
定

申

成
人
大
学
講
座

生
き
物
と
共
に
暮
ら
す

時所

内

生
産
物 

福
島
隆
治
さ
ん
（
東
京

農
工
大
学
教
授
）
ほ
か 

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校
生
世
代
以

上
の
方 
　

人
（
申
込
順
） 

８

３０

月
３
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
公
民

館
緑
分
館
（
☎　

儿　

儿
７
３
０

０４２

３８７

１
）
へ

  

９
月
９
日
、　

月
７
日
、　

月

１０

１１

４
日
、　

月
２
日
、
令
和
３
年
１

１２

月　

日
、
２
月
３
日
、
３
月　

日
、

１３

１７

　

日
い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前　

時

２４

１０

～
正
午
（
全
８
回
）
※
野
外
研
修

は
時
間
が
変
わ
り
ま
す 

公
民
館

貫
井
北
分
館
ほ
か 

花
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
寄
せ
植
え
の
学
習
な
ど

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

８
人
（
申
込
順
。
初
め
て
の
方

優
先
） 

無
料
（
野
外
研
修
の
入

園
料
、
昼
食
代
、
寄
せ
植
え
代
は

別
途
） 

８
月
３
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
公
民
館
貫
井
北
分
館
窓
口

（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）
へ

０４２

３８５
講

対

定

申

成
人
学
校

き
た
ま
ち
セ
ン
タ
ー
の

花
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

時

所

内

対定

￥申

   
　

月　

日（
日
）、　

日（
日
） 

１０

１８

２５

総
合
学
院
テ
ク
ノ
ス
カ
レ
ッ
ジ
体

育
館
（
前
原
町
５
儿
１
儿　

） 
２９

利
用
方
法
等
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

８
月
３

日
午
後
１
時
か
ら
（
申
込
順
） 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

  

９
月
５
日
（
土
）
午
前
７
時　
４５

分
（
現
地
集
合
） 

清
里
丘
の
公

園
清
里
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
（
山
梨
県

北
杜
市
高
根
町
清
里
３
５
４
５
儿

５
） 

１
万
３
千　

円
（
プ
レ
ー

３００

代
・
昼
食
付
）
※
９
月
５
日
の
宿

泊
代
、
飲
食
代
、
保
険
代
、
記
念

品
代
金
と
し
て
、
別
途
８
千
円

（
市
民
以
外
＝
９
千　

円
）
必
要

５００

で
す 

８
月
２
日
～　

日
に
、
電

２０

ス

ポ

ー

ツ

総
合
学

総
合
学
院院

テ
ク
ノ
ス
カ
レ
ッ

　

テ
ク
ノ
ス
カ
レ
ッ
ジジ

体
育

　
　
　
　
　
　
　

体
育
館館

　

月
の
開
放
日

１０

時

所他

申

問

清
里
山
荘
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

時

所

￥申

話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
参

加
者
全
員
の

住

所
・
氏

名
・
生
年
月

日
・
電
話
番

号
を
清
里
山

荘
（
☎
０
５

５
１
儿　

儿
４
６
４
９ 

０
５
５

４８

１
儿　

儿
４
６
４
６
）
へ

４８

  

９
月
５
日
（
土
）午
前
９
時　
３０

分
～
正
午 

総
合
体
育
館 

体
の

動
き
に
気
づ
き
、
脳
を
活
性
化 

武
井
正
子
さ
ん
（
順
天
堂
大
学
名

誉
教
授
） 

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方 
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

 

８
月　

日
ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス

２１

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
黄
金
井
倶
楽
部

「
Ｆ
Ｋ
係
」
（
☎　

儿　

儿
２
２

０４２

４０６

８
０ 
　

儿　

儿
２
２
９
０

k

０４２

４０６

c_m
sh
k@
jco
m
.zaq

.n
e.jp

）

へ

FAX

心
と
か
ら
だ
の
健
康
法

フ
ェ
ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス

メ
ソ
ッ
ド
講
習
会

時

所

内

講

対定

申

FAX

糸
 生涯学習課スポーツ振興係（☎０４２−３８６−２４６２）問

休場期間休場エリア

１０月１日（木）～令和３年３月５日（金）温水プール

１１月１日（日）～令和３年１月３１日（日）全館

※その他一部使用できないエリアがあります

　温水プール関連設備および空調設備改修等に伴
い、次の期間は、利用できないエリアが発生します。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願い
します。

総合体育館休館のお知らせ

広告掲載等のお問い合わせは、㈱ホープ（広告代理店）☎０９２−７１６−１４０１へ

広
告
枠

【現役YouTuberが教えるはじめてのYouTuber講座】
 ８月１７日（月）午後２時～５時 公民館貫井北分館 Ｗ
ＥＢデザインや撮影方法など 市内在住・在勤・在学の中
学生～２５歳くらいの方 ８人（申込順） ８月３日から、
電話、Ｅメールまたは公民館貫井北分館窓口（☎０４２−３８５
−３４０１ k020415@bz04.plala.or.jp）へ
【すてきなお花屋さんが教える
　おうちでたのしめるベゴニアの寄せ植えづくり】
 ８月２２日（土）午前１０時～正午 公民館貫井北分館 野
口貴子さん（日本ベゴニア協会会員） 市内在住・在勤・
在学の小学生～２５歳くらいの方 ８人（申込順） ５００円 
８月３日から、電話または公民館貫井北分館窓口（☎０４２
−３８５−３４０１）へ

時 所 内
対

定 申

糸

時 所 講
対

定 ￥ 申

青 少 年 教 育 事 業

合
同
就
職
面
接
会
お
よ
び

面
接
会
対
策
セ
ミ
ナ
ー



2・8・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 8

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

東京都・子供
の健康相談室

受付時間▷平日＝午後６時〜翌朝
８時▷休日（土曜・日曜・祝日）
＝午前８時〜翌朝８時☎＃８０００＝
プッシュ回線の固定電話、携帯電
話☎０３−５２８５−８８９８

２４時間テレホ
ンサービス

▷東京消防庁救急相談センター
☎＃７１１９＝プッシュ回線の固定電
話、携帯電話
☎０４２−５２１−２３２３

▷東京都保健医療情報センター・
医療機関案内ひまわり
☎０３−５２７２−０３０３
聴覚障害者向け専用
 ０３−５２８５−８０８０FAX

小児救急
（３６５日２４時間）

▷武蔵野赤十字病院
武蔵野市境南町
１−２６−１
☎０４２２−３２−３１１１

８
月
２
日（
日
）

８
月
９
日（
日
）
８
月　
日（
月
・
祝
）

１０

 
稲垣薬局桜町店

（ ）桜町1－8－5
☎042－380－5838

 
まえはら調剤薬局

（ ）前原町3－2－25
☎042－401－7887

 
調剤薬局北なが

（ ）本町5－18－13
☎042－381－2906

 
根本薬局

（ ）東町4－20－1
☎042－384－2146

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
竹の葉薬局小金井緑町店
（ ）緑町5－12－17

☎042－316－7688

 
サンドラッグ小金井梶野町薬局
（ ）梶野町1－7－32

☎0422－36－7382

 
薬樹薬局東小金井

（ ）東町5－27－12
☎042－386－5580
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桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

前
原
診
療
所

内
小
循

前原町3―17―1
☎042―381―1702

至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口

小
金
井
街
道
霊
園
通
り

前原坂上
交差点

前原坂下
交差点

東町4―16―21
☎042―388―4976

田
中
整
形
外
科

整
リ 

ハ
リ 

ウ

農工大通り
至東小金井駅南口

連雀通り
交
番

新
小
金
井
駅 西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線 武蔵小金井駅

小
金
井
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
ア

本町5―19―30
☎042―385―0233

北口

小
金
井
街
道

小
皮 銀行

貫井南町5―20―13
☎042―381―6627

竹
田
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内
交番胃腸科

医院

貫井団地
薬局

貫井南町
二丁目

西の久保通り

新
小
金
井
街
道

至
貫
井
ト
ン
ネ
ル

循
内

腎
内

糖
内

本町2―17―14
☎042―385―3111

木
所
歯
科
医
院

至小金井橋
本町2丁目交差点

至武蔵小金井駅北口

公
民
館

本
館

公
園

北大通り小
金
井
街
道

東小金井駅

中
野
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニッ
ク

婦
内

産

緑町1―4―33
☎042―384―3332

アパート
北大通り
飲食店

喫
茶
店

東
大
通
り

地蔵通り

さ
い
と
う
医
院

内
循
消

東町4―21―10
☎042―380―5510

連雀通り

東小
農工大通り

新
小
金
井
駅

酒
店

西武
多摩川線

梶野町5―11―5
パピスプラザ205
☎042―401―1341

北大通り

北口

けやき
保育園
けやき
保育園

東小金井駅

梶野公園梶野公園

高
見
澤
整
形
外
科
ク
リ
ニッ
ク

整
リ 

ハ
リ 

ウ

梶野町5―11―5
パピスプラザ201
☎042―316―1661

北大通り

北口

けやき
保育園
けやき
保育園

東小金井駅

梶野公園梶野公園東
小
金
井
駅
前
眼
科

眼
さ
い
と
う
医
院

内
循
消

東町4―21―10
☎042―380―5510

連雀通り

東小
農工大通り

新
小
金
井
駅

酒
店

西武
多摩川線

連雀通り

本町1―2―20
BLD.55　1階
☎042―381―2231

至武蔵小金井駅
南口

前原坂上
交差点

一小
図書館

小
金
井
街
道

山
田
医
院
歯
科

リサイクル
事業所

山
﨑
内
科
医
院

内
呼
ア

緑町5―12―17
☎042―381―1462

地蔵通り

けやき通り

小
金
井
街
道

緑
中
央
通
り

緑
中
央
通
り

北大通り

緑
中
央
通
り

中町2―1―35
マ・メゾン21―1Ｆ
☎042―386―3386

石
川
ク
リ
ニッ
ク

内
消

西武
多摩川線

交番ガソリン
スタンド

新小金井駅

連雀通り

本町6―13―18
コスモスビル3F
☎042―316―3824

前原坂上交差点

農工大通り

南口
武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

小
金
井
婦
人
科
ク
リ
ニッ
ク

婦

岡
村
皮
フ
科
医
院

皮

梶野町2―7―2
☎0422―37―1112

北口
東小金井駅

婦人
会館

東京電機大
　　　高校

北大通り
梶
野
通
り

中町2―1―35
マ・メゾン21―1Ｆ
☎042―386―3386

石
川
ク
リ
ニッ
ク

内
消

西武
多摩川線

交番ガソリン
スタンド

新小金井駅

連雀通り
川
合
歯
科
医
院

本町1―19―2
☎042―381―2211

マンション

農工大通り

南口南口南口

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬薬局局薬薬局局

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります

休日歯科診休日歯科診療療休日歯科診休日歯科診療療この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。
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休 日 診休 日 診 療療休 日 診休 日 診 療療
受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、
　　診療科目にかかわらず、必ず電話で確認のうえ、受診してください

●印は病医院所在地
○内は診療科目

  

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６０
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人
（
本
館
の
み　

人
。

２０

１８

多
数
抽
選
。
初
参
加
の
方
優

高
齢
者
学

高
齢
者
学
級級

対定

先
） 

各
学
級
の
重
複
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん 

８
月
７
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
各
問
合
先
へ

他

申

問合先費　用内　容ところと　き学級名

公民館本館「生きがい
広場係」（〒１８４−０００４
本町２−１５−１１☎０４２
−３８３−１１８４）

１００円

歴史、環境、教養、音
楽、健康、救命講習、
落語　ほか

公民館本館
ほか

９月８日〜令和３
年２月９日の原則
火曜日（全１１回）

生きがい
広場

公民館貫井南分館「け
やき学級係」（〒１８４−
００１４貫井南町４−３−
２３☎０４２−３８３−１１６８）

歴史、国際情勢、音楽、
落語、健康、文学　ほ
か

公民館貫井
南分館

９月２日〜１２月２
日の原則水曜日
（全１３回）

けやき学
級

公民館緑分館「みどり・
朴の樹学級係」（〒１８４
−０００３緑町３−３−２３
☎０４２−３８７−７３０１）

国際情勢、健康、美術、
歴史、教養、音楽、工
作　ほか

公民館緑分
館

９月２日〜令和３
年２月１７日の原則
水曜日（全１２回）

みどり・
朴の樹学
級

公民館東分館「くりの
み学級係」（〒１８４−
００１１東町１−３９−１☎
０４２−３８４−４４２２）

―

歴史、環境、文学、最
先端技術、健康、手工
芸、落語　ほか

公民館東分
館

９月４日〜１２月４
日の原則金曜日
（全１２回）

くりのみ
学級

公民館貫井北分館「は
なみずき学級係」（〒
１８４−００１５貫井北町１
−１１−１２☎０４２−３８５−
３４０１）

健康、気象、防災、防
犯、金融、音楽、公衆
衛生　ほか

公民館貫井
北分館

９月４日〜１２月１１
日の原則金曜日
（全１２回）

はなみず
き学級

※時間は、いずれも午前１０時〜正午

　水を好きな食べ物に変えるという発
明品が巻き起こす騒動をテーマに、フ
ァンタジックな世界を描くアニメーシ
ョン映画です。
 ８月１５日（土）午前１０時から、午後
２時から（いずれも３０分前開場）
 公民館貫井北分館
 ２５人（当日先着順）
 公民館緑分館（☎０４２−３８７−７３０１）

時

所
定
問

第５３８回
市民映画会

「くもりときどきミートボール」

（ ）2009年
フィル・ロード監督、

クリストファー・ミラー監督
81分

敬老会中止の
お知らせ

　毎年９月中旬に実施し
ている敬老会について
は、新型コロナウイルス
感染拡大防止を図り、高
齢者の方々の健康と安全
を第一に考え、中止とい
たします。
 介護福祉課高齢福祉係
（☎０４２−３８７−９８４３）
問

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　７月２３日（祝）、当該路線の運行事業者であ
るつくば観光交通㈱の職員（６０代男性。市外在
住）が新型コロナウイルスの検査の結果、陽性
であることが判明しました。
※ＣｏＣｏバス５路線中、つくば観光交通㈱が
運行しているのは野川・七軒家循環のみ
【当該運転士の勤務状況】
　７月１９日（日）午前８時３５分から午後４時３５
分まで※当該運転士は応援勤務のため、この日
以前・以降の乗務歴はありません
【所管保健所の見解】
　当該運転士の勤務時における感染予防対策の
実施状況や他者との接触状況より、「乗客及び

事業所職員は濃厚接触者には当たらない」旨の
見解をいただいています。
【当該路線の運行への影響等】
　所管保健所の見解を踏まえ、運行事業者と協
議の上、引き続き感染予防・防止に努め、運行
を継続することとしました。
【体調等に心配のある方は】
　かかりつけ医へご相談ください。※休日診療
については、ひまわり（東京都医療機関案内サ
ービス☎０３−５２７２−０３０３）で２４時間案内可能
 車内・各バス停掲示、市ホームページ等でも
お知らせしています
 交通対策課交通対策係（☎０４２−３８７−９８５０）

他

問

ＣｏＣｏバス・ミニ野川・七軒家循環
運転士の新型コロナウイルス感染について
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まちづくり
特 集 号 /81

　都市計画マスタープランは、おおむね２０年後の都市の将来像やまちづくりの基本的な考え方を示すものです。
　小金井市都市計画マスタープランは、平成１４年３月に策定され、２０年が経過しようとしています。

小金井市都市計画マスタープラン小金井市都市計画マスタープランのの
見直しを行っています見直しを行っています！！

　小金井市都市計画マスタープランの総合的な見直しを行うため、
将来の皆さんのまちがどうあるべきか、また、どのようなまちづく
りを進めるべきかを市民の皆さんと一緒に検討していきたいと考え
ています。　

 都市計画課都市計画係（☎０４２−３８７−９８５９）問

自然・まち・暮らしが調和するまちづくり
　小金井市のまちづくりは、もっと住みたいと思えるような快適で魅力あるまちづ
くりの推進に取り組んでおり、人々の利便性、防災、環境、バリアフリー等のさま
ざまな観点で事業を進めてまいりました。
　ＪＲ武蔵小金井駅南口周辺では、昭和４０年代から永きにわたってまちづくりの検討
が進められてきました。平成２３年度末に完成した第１地区の再開発事業に続き、そ
の南側の第２地区でも再開発事業が進められ、令和２年５月、新たなまち、武蔵小
金井シティクロスが誕生しました。同年６月３０日には、商業施設、ＳＯＣＯＬＡ武
蔵小金井クロスがグランドオープンを迎え、多くの来場者によるにぎわいを見せて
います。この第２地区の完成により、実に４０年以上にわたる武蔵小金井駅南口地区
のまちづくりが、実を結びました。新たに誕生したこのまちが、人々が行き交うに
ぎわいの拠点として、将来にわたり皆様に愛され、発展して行くことを心より願っ
ています。
　武蔵小金井駅北口につきましても、駅前にふさわしいにぎわいの拠点の再生に向
けて、再開発等によるまちづくりの検討が進められており、駅前地区の魅力の向上
をめざしています。
　東小金井駅北口で進められている土地区画整理事業では、交通広場にバスシェル
ターを設置し、利用者の方の利便性が向上しました。今年度も、道路の電線地中化
等の工事を進めてまいります。また、コミュニティバス再編事業も進めており、運
行ルート等の総合的な見直しを行い、市民の皆様の利便性、快適性の向上に努めて
まいります。
　市では、基本構想に即した魅力的なまちづくりの実現に向け、おおむね２０年後の
小金井市のまちづくりの将来像を示すものとして、「小金井市都市計画マスタープ
ラン」を平成１４年３月に策定し、平成２４年３月に一度見直しを行い、計画に基づき、
まちづくりを進めてきました。当初の都市計画マスタープランを策定した２０年前と
は、街が大きく変化してきていることを実感していただいているところではないか
と思います。そして、今後、さらなる２０年後の小金井市のまちづくりの将来像を示
すものとして、「小金井市都市計画マスタープラン」の見直しを行います。
　「誇りの持てる小金井」、「住み続けたいと願われる小金井」、「市民力・地域力
がもっと活かされるまち小金井」を作り上げるために、市民の皆様と共に取り組ん
でまいります。

小金井市長

　市内の中学生を対象として、将来を担う若い世代に将来のまち
を思い描いてもらうための検討会を開催します。
※中学生検討会の開催時期・内容については、現在、未定となって
います

　市民参加者を募り、小金井市のまちの全体の内容と個別具体の
テーマについて、ワークショップ形式で意見交換を行います。

学識経験者、団体代表、公募市民等で構成

庁内職員で構成

庁内検討委員会

策定委員会

策定体制

令和元年度 令和２年度 令和３年度

今
後
の
進
め
方

小金井市都市計画マスタープラン（現行）

平成１４年３月策定 平成２４年３月改定

まちづくりのテーマ
「人・水・みどり　

ふれあいのまち　小金井」

　誰もが自由に参加できる場として、開催します。現在のまちづ
くりの状況やまちの将来像の説明、策定委員会や市民協議会等の
検討状況を発信していきます。

　市民の皆さんの意見を広く募集するため、市ホームページ等
において、小金井市都市計画マスタープランの見直しに関する
ご意見を募集します。

市
民
参
加
を
踏
ま
え
た
策
定
体
制

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定
の
考
え
方

市民参加

■パブリックコメント

■まちづくりサロン・市民説明会

■中学生検討会

■市民協議会

・社会情勢の変化
・第５次基本構想
・関連計画等の
　策定・改定等

■地域のまちづくり方針
　●武蔵小金井地域　
　●東小金井地域
　●野川地域

地域別構想全体構想
■将来都市構造
■分野別方針
　●土地利用　●道路・交通
　●水・みどり・環境共生
　●安全・安心●生活環境

小金井市都市計画マスタープラン（新）改定
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平成２２年４月　新南口地区街づくり
の会発足

平成２４年４月　再開発準備組合設立

平成２６年８月　都市計画決定

平成２７年８月　組合設立認可

平成２９年１月　権利変換計画認可

　　　　２月　建物解体・埋蔵文
化財調査

　　　　７月　建築工事着工

令和元年６月　建物上棟

令和２年５月　建築工事完了

　　　　６月　商業施設グランド
オープン

令和３年３月　再開発組合解散
　　　　　　　（予定）

武武武武武武武武武武武武武武武武蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵小小小小小小小小小小小小小小小小金金金金金金金金金金金金金金金金井井井井井井井井井井井井井井井井シシシシシシシシシシシシシシシシテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィククククククククククククククククロロロロロロロロロロロロロロロロススススススススススススススススがががががががががががががががが誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕生生生生生生生生生生生生生生生生ししししししししししししししししままままままままままままままままししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたた武蔵小金井シティクロスが誕生しました！！！！！！！！！！！！！！！！！

住宅・商業・駐車場
子育て支援施設等主 要 用 途

鉄骨造および鉄筋コンクリート造
地上２６階・地下２階構造・規模

７１６戸住 戸 数

１４,１５３.７６㎡敷 地 面 積

１０８,４６８.１４㎡延 床 面 積

９４.１８ｍ高 さ

○駐車場台数　４６７台
○駐輪場台数　１,７３９台そ の 他

 まちづくり推進課まちづくり係（☎０４２−３８７−９８６２）問

　武蔵小金井駅南口第２地区市街地再開発事業では、「住んで　
過ごして　楽しむまち（小金井ライフの演出）」をコンセプトに、
高層部には、ファミリー世代からシニア世代までさまざまな世代
に対応した都市型住宅を整備し、低層部には、子育て支援施設や
生活サービス施設の展開を計画することで、地域の活性化を見据
えた事業を進めてきました。
　東京都より平成２６年８月の都市計画決定、平成２７年８月に再開
発組合の設立認可を受け、平成２９年７月に再開発ビル新築工事に
着工しました。再開発ビル新築工事は、令和元年６月に建物が上
棟し、本年５月に再開発ビルの完成を迎えました。
　完成した再開発ビルの低層部には、にぎわいの核となる地域密
着型ショッピングセンター「SOCOLA武蔵小金井クロス」がオー
プンしました。この「SOCOLA武蔵小金井クロス」では、第１地
区に面するという立地条件を活かしフェスティバルコートと周辺
道路が連続するように敷地内通路を整備し、地域全体の回遊性や
利便性の向上を図りました。また、新たに整備された広場（クロ
スコート）では、継続的ににぎわいが創出されるよう、地域連携
イベントの開催なども検討がされています。
　再開発ビル内においても、子育て世代が集い、交流の場となる
子育て支援施設の整備や、震災等により避難が必要となった場合
の、一時帰宅困難者の受入れ施設として必要な支援体制を整える
といった、安心・安全な地域づくりへの貢献が図られています。

地区の愛称（タウンネーミング）の由来

　平成３０年８月に地区の愛称（タウンネーミン
グ）を募集し、１３０件ものご応募をいただき、
「武蔵小金井シティクロス」に決定いたしまし
た。（市内在住＝西村千明さんの応募作品）
　「武蔵小金井の
シンボルとなりう
るツインタワー。
そこに人々が行き
かい、交流拠点と
して街の中心とな
って欲しい」との
思いが込められて
います。

　市は、武蔵小金井駅周辺を商業・業務および住宅との調和のと
れた魅力ある文化性の高い総合拠点と位置付け、整備を進めてき
ました。
　平成２３年度末に事業完了した第１地区の再開発事業では、交通
広場を整備し、羽田空港行のリムジンバスも発着するなど、各公
共交通機関を結ぶ交通結節点としての役割が果たせるようになり
ました。また、人々の交流の場、情報発信の場として、文化・芸

〇武蔵小金井駅南口のあらまし

〇各フロアの構成

　施設４階にある「武蔵小金井まちかど歴史ミ
ュージアム」は、文化財活用を積極的に進めな
がら普及・啓発をはかり、併せて武蔵小金井駅
前からまちの魅力を発信することを目的として設置した常設の展示施設です。
　一つの遺跡でさまざまな時代の痕跡が見つかった事実が珍しく、この調査成果
をもとに、武蔵小金井駅前エリアの歴史を紹介しています。
　縄文時代の落とし穴から、戦時中につくられた防空 壕 まで、小金井の歴史を凝

ごう

縮したような遺跡であり、小金井に生活した人々の息吹が感じられます。

〇小金井の歴史に触れる空間

〇これまでの経緯

術を身近に親しむことができる小金井　宮地楽器ホ
ールなどが整備され、現在のにぎわいが生み出され
ています。

武蔵小金井駅JR中央線

第１地区

第２地区

埋蔵文化財
等展示

子育て
支援施設

屋上
広場

商業エリア

商業エリア

商業エリア

地下駐車場

広場

４階／屋上

３階

２階

１階

住
宅
エ
リ
ア

　当再開発事業に係る事業計画については、市役所第二庁舎５階まちづくり推進課にて、事業完了までの期間、縦覧を行っております。どなたでもご覧い
ただけますので、ご利用ください。（詳細については、市ホームページ等をご確認ください）

　市と再開発組合は、３月に
「災害時における一時滞在施設
利用に関する協定書」を締結し
ました。この協定は、災害等が
発生した際に帰宅困難者に対
し、武蔵小金井シティクロス内
で滞在が可能となる取り組みを
行うとともに、帰宅困難者が一定期間滞在するために、防災倉庫に
毛布等を備蓄しています。
　また、敷地内にマンホールトイレを整備することにより、地域の
防災拠点としての役割を果たすことのできる施設となっています。

〇武蔵小金井駅前の防災拠点

　子育て世代や学生を支援する施設として、アフタ
ースクールがオープンします。
　当施設は屋上広場（クロスガーデン）に面してお
り、広場上にベンチや、子ども向けのスペースを設
けることにより、施設と広場が一体となった、人々
の交流の場となることが期待されます。

〇子育て支援施設
　再開発組合ご協力の下、５月１１日から
６月１５日までの期間、新型コロナウイル
スと闘う医療従事者等の方々をブルーラ
イトの光で応援する取り組みを実施しま
した。

〇ブルーライト照明を実施しました！

○事業計画の縦覧について

まちかど歴史ミュージアム
武蔵小金井

　震災時等には帰宅困難者の一時滞在場所として地下駐車
場の開放を行います。
　ほかにも、施設内には防災備蓄倉庫が設けられ、地域の
防災性の向上に寄与しています。

〇防災

〇広場（クロスコート）
　フェスティバルコートと
連続する形で、駅前のにぎ
わい拠点として、地域連携
イベントの開催が検討され
ています。
　広場から小金井街道へと
続く敷地内通路は２４時間通行可能となっており、地域の回
遊性向上の核となっています。

　施設の低層部を段丘状の構成とし、
その部分に緑化を積極的に施すこと
で、「はけ」の愛称で親しまれている、
国分寺崖線をイメージさせる景観とな
っています。

〇はけ（緑化）

〇子育て支援施設

〇埋蔵文化財（本町六丁目遺跡）
　施設４階の一部を利用し、小金井市の歴史や文化の紹介を行う展示スペー
スを設けました。
　ここでは、平成２９年４月から７月にかけて行った、埋蔵文化財調査によって
発掘された遺跡等の展示も予定しています。
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東小金井駅北口土地区画整理事業の進 捗 状況をお知らせします
ちょく

　CoCoバス導入から約１５年が経過し、この間のまちづくりの変化により、
市内の交通状況や市民ニーズが変化しています。こうした現状や新庁舎・
（仮称）新福祉会館建設計画等、また、市民の皆さんからのご意見等を踏ま
えながら、CoCoバスの総合的な見直しを行っています。
　現在、基本方針と運行基準、各種調査や地域懇談会の結果等を踏まえなが
ら、運行ルート（案）の検討を進めています。

ＣｏＣｏバス再編事業

●交通広場にバスシェルター（上屋）を設置しました。
　東小金井駅北口交通広場にバスシェルターを設置しました。こ
れにより、駅改札口からバス乗降場、タクシー乗り場、障害者用
乗降場まで雨天でも濡れずに利用できるようになりました。
　シェルターのデザインについては、東小金井駅北口のまちづく
りを円滑に推進するために学識経験者や地権者等で構成された
「東小金井駅北口まちづくり協議会」にて協議を重ねた結果、東
小金井駅舎の屋根に合わせたシンプルな幕構造としており、東小
金井駅の緑豊かで落ち着いたイメージにも合わせるために支柱部
分には木材を用いた外装を施しています。
　今後、周辺の道路整備に合わせ、歩道舗装や案内板、ベンチな
どの設置に向けての検討を進めていきます。
 区画整理課区画整理係（☎０４２−３８８−０７７１）問

▲現在の交通広場

東小金井駅北口駅前▶

◀バスシェルター

▲交通広場完成イメージ図

1.0％
4.7％
6.0％
9.2％

22.7％
11.1％
11.5％
11.2％

20～29歳
30～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65歳以上

45.4％｝

・４割以上が65歳以上の高齢者です
・数年後には約２割を占める60歳前後
　の引退が予測されます

大型二種免許保有者（平成30年度）の年齢階層別割合

1,068,3471,068,347

平成22年 平成24年 平成26年 平成28年 平成30年

（人） 1,026,1801,026,180
986,518986,518

942,526942,526
896,127896,127

年間
約２万人ずつ減少

▷大型二種免許保有者数（全国）の年別推移

〈参考〉 現状の課題：バス業界における運転士不足の状況について
運転士の担い手不足と高齢化により、運転士不足がバス業界全体
において深刻化しています。

出典：いずれも警視庁「運転免許統計」（平成30年版）

　平成３０年度に実施した市内交通状況の整理、市民アンケート調査等の結果
から、公共交通に関する現状と課題を抽出し、基本方針を策定しました。
①公共交通が不便な地域における交通弱者への対応
②路線バスを補完するサービスの提供
③日常生活に即した運行サービスの提供
④持続可能な運行形態・サービスの提供

●基本方針

運行基準（案）基本方
針対応指標の考え方指標項目

車両制限令に基づき設
定※１−コミュニティバスの運行

に必要となる道路幅員道路幅員道路・
バス停
留所の
条件

法令等での基準により
設定※１−バス停留所の設置条件バス停留所設置箇所

おおむね２００〜３００m間
隔※１①④バス停留所間の距離バス停留所間の距離

運行サ
ービス
水準

1時間２便（３０分に１
便）を最低限確保※２④１時間あたりの運行本数運行間隔（頻度）

今後検討①②④１回乗車あたりの運賃運賃
９時台〜１９時台の運行
を最低限確保※２②③④始発・終発時間の考え方運行時間帯

今後検討④運行経費に対する運賃収
入の割合収支率（公費負担率）運行継

続基準
※１：警察や道路管理者との協議、道路・土地利用状況、近隣住民の意向等についても考慮
※２：各路線ともにこの基準を下回ることがないよう、検討を進めます。

具体的な運行間隔・時間帯の設定に当たっては、現行路線の利用状況等の地域特性を考慮するとと
もに、路線の所要時間、使用車両台数、路線バスとの競合、安全確保等の様々な要素を踏まえ、総合
的に判断します

　上記の基本方針に基づき、持続可能なコミュニティバスの運行のため、再
編運行基準（案）の検討を進め、バス事業者における運転士不足の状況等を
踏まえた上で、運賃および収支率（青背景）以外の指標について、一部決定
しました。

●運行基準（案）一部決定版

公共交通会議検討内容年度

４回開催

○現状の運行状況等の整理
○利用者アンケート・乗降調査の実施
○市民アンケート調査の実施
○現状と課題の整理
○基本方針の検討

平成３０年度

４回開催

○基本方針の検討・策定
○主要施設利用者アンケート調査の実施
○運行基準の検討・一部決定
○地域懇談会（ワークショップ）の開催

令和元年度

４回開催

○運行基準の検討・策定
○再編計画の検討（ルート・バス停の協議等）
○ガイドラインの検討
○地域懇談会の開催

令和２年度

３回開催

○再編計画の検討・策定
○ガイドラインの検討・策定
○地域懇談会の開催
○パブリックコメントの実施
○運行開始準備（広報等）

令和３年度

−○運行開始令和４年度

 交通対策課交通対策係（☎０４２−３８７−９８５０）問

●これまでの取り組みと今後の事業スケジュール（予定）


